
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
五
年

で
は
建
物
火
災
の
死
亡
者
の
う
ち
、

九
割
近
く
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も

の
。
そ
の
中
で
も
逃
げ
遅
れ
に
よ

る
死
者
が
六
割
で
す
。
消
防
法
が

改
正
さ
れ
、
新
築
の
住
宅
は
六
月

か
ら
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

戸
建
て
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、

共
同
住
宅
、
長
屋
な
ど
す
べ
て
の

住
宅
が
対
象
で
す
。
大
切
な
命
や

財
産
を
守
る
た
め
、
早
期
に
設
置

し
ま
し
ょ
う
。

□
既
存
住
宅
は
平
成
20
年
ま
で

既
存
住
宅
も
平
成
二
十
年
六
月

一
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
早

め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

□
設
置
す
る
場
所

左
図
の
よ
う
に
、
寝
室
や
寝
室

か
ら
下
階
に
通
じ
る
階
段
な
ど
の

壁
や
天
井
に
設
置
。
壁
は
天
井
か

ら
十
五
詢
か
ら
五
十
詢
以
内
、
天

井
は
壁
や
は
り
か
ら
六
十
詢
以
上

離
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
火
災
警
報
器
の
種
類

煙
を
感
知
す
る
「
煙
式
」
と
熱

を
感
知
す
る
「
熱
式
」
が
あ
り
ま

す
が
、
寝
室
や
階
段
に
は
「
煙
式
」

を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

設
置
す
る
と
き
は
、
国
の
基
準
に

適
合
し
た
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
の
付

い
た
物
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
防
災

用
品
を
取
り
扱
う
販
売
店
や
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
六
千
円
か
ら

一
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

□
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
悪
質
な
訪
問
販
売
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
消
防
署
が

消
火
器
や
住
宅
用
火
災
警
報
器
な

ど
を
直
接
販
売
し
た
り
、
販
売
を

業
者
に
委
託
し
た
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問
販
売

な
ど
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
な

ど
の
販
売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
の
対
象
で
す
。
契
約
後
、
一
定

の
期
間
は
無
条
件
に
解
除
が
可
能
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ
っ
た
と
き

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
、
最

寄
り
の
消
防
署
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
消
防
本
部
予

防
課
蕁
２
２
０
―
４
５
０
７
へ
。

生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
費
用
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
電
動
式

生
ゴ
ミ
処
理
機
に
つ
い
て
は
、
今

年
の
四
月
一
日
以
降
に
購
入
し
た

分
か
ら
助
成
金
額
を
引
き
上
げ
ま

し
た
。
生
ゴ
ミ
処
理
機
を
活
用
し
、

ゴ
ミ
減
量
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
対
象
は
本
市
在
住
で
購

入
後
一
年
以
内
の
人
（
一
世
帯
一

基
の
み
）
に
限
り
ま
す
。

助
成
対
象
器
具
・
金
額
＝
〈
生
ゴ

ミ
処
理
容
器
〉
微
生
物
の
活
動
を

利
用
し
て
生
ゴ
ミ
を
分
解
し
堆
肥

化
す
る
容
器
…
購
入
費
の
二
分
の

一
で
限
度
額
五
千
円
〈
電
動
式
生

ゴ
ミ
処
理
機
〉
生
ゴ
ミ
を
乾
燥
、

発
酵
、
分
解
な
ど
す
る
電
動
式
機

械
（
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
は
除
く
）

…
購
入
費
の
二
分
の
一
で
限
度
額

三
万
円
（
平
成
18
年
３
月
31
日
ま

新
し
い
「
前
橋
広
域
バ
ス
路
線

Ｍ
Ａ
Ｐ
」
が
完
成
。
今
号
の
本
紙

と
合
わ
せ
て
各
家
庭
へ
配
布
し
ま

し
た
。
各
支
所
、
地
区
公
民
館
な

ど
市
内
の
主
な
施
設
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
。
ま
ち
な
か
な
ど
へ
出

掛
け
る
と
き
は
、
積
極
的
に
バ
ス

に
乗
り
ま
し
ょ
う
。

今
回
の
路
線
図
は
、
今
年
四
月

一
日
現
在
の
情
報
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
前
の
バ
ス
乗

り
場
、
方
面
別
の
行
き
先
な
ど
を

加
え
、
よ
り
充
実
し
ま
し
た
。

な
お
、「
前
橋
広
域
バ
ス
路
線
Ｍ

Ａ
Ｐ
」
は
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受

け
て
作
成
し
ま
し
た
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
い
き
い
き
生

活
課
蕁
８
９
０
―
５
９
３
９
へ
。
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電動式は短時間でゴミを減量

四
月
十
八
日
付
で
、「
立
石
諏
訪

神
社
の
獅
子
舞
」
が
市
指
定
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
り
ま
し

た
。「

立
石
諏
訪
神
社
の
獅
子
舞
」

は
、
五
穀
豊
じ
ょ
う
、
無
病
息
災
、

家
内
安
全
を
祈
願
し
、
町
の
鎮
守

で
あ
る
総
社
町
植
野
の
諏
訪
神
社

に
奉
納
す
る
も
の
で
、
神
社
の
祭

礼
に
合
わ
せ
て
毎
年
十
月
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

獅
子
は
一
人
立
ち
で
、
前
獅
子
、

中
獅
子
、
後
獅
子
と
音
頭
を
取
る

「
カ
ン
カ
チ
」
の
四
人
で
舞
い
、
形

態
は
奉
納
色
の
強
い
稚
児
獅
子
。

神
社
で
の
奉
納
だ
け
で
な
く
、
近

隣
で
辻
舞
を
行
う
点
も
大
き
な
特

徴
の
一
つ
で
す
。

舞
子
に
は
、
以
前
は
地
元
で
生

ま
れ
た
長
男
が
選
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
小
三
以
上
の
男
子

か
ら
選
ん
で
い
ま
す
。

起
源
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

道
具
入
れ
や
、
獅
子
頭
の
ひ
も
に

書
か
れ
た
記
述
か
ら
、
千
七
百
年

代
の
初
め
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
文
化
財
保
護

課
蕁
２
３
１
―
９
８
７
５
へ
。

昨
年
度
の
計
量
モ
ニ
タ
ー
の
集

計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
適

正
（
誤
差
が
プ
ラ
ス
四
％
〜
マ
イ

ナ
ス
二
％
）
が
、
八
百
五
件
（
六

十
四
％
）、
超
過
（
誤
差
が
プ
ラ
ス

四
％
を
超
え
る
）
は
三
百
六
十
八

件
（
二
九
・
二
％
）、
不
足
（
誤
差

が
マ
イ
ナ
ス
二
％
を
超
え
る
）
は

八
十
五
件
（
六
・
八
％
）。
商
品
別

で
は
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
や
め
ん

類
な
ど
に
超
過
が
多
く
、
肉
や
魚

介
類
に
不
足
が
目
立
ち
ま
し
た
。

□
計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

日
ご
ろ
購
入
し
て
い
る
商
品
が

正
し
く
計
量
さ
れ
て
い
る
か
家
庭

で
調
査
す
る
、
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
に
は
デ

ジ
タ
ル
式
は
か
り
を
貸
し
出
し
ま

す
。
ま
た
謝
礼
と
し
て
五
千
円
と

料
理
用
は
か
り
を
贈
呈
。
計
量
に

興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

期
間
＝
６
月
〜
８
月
　
対
象
＝
一

般
、
十
人
（
選
考
）

内
容
＝
説

明
会
へ
の
出
席
お
よ
び
購
入
し
た

商
品
の
計
量
と
そ
の
記
録
　
申
し

込
み
＝
５
月
22
日
豺
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
応
募
の
動
機

を
明
記
し
、
〒
３
７
１
―
０
８
５

３
前
橋
市
総
社
町
二
丁
目
五
―
一・

計
量
検
査
所
（
蕁
２
５
５
―
２
２

１
８
）
へ
　

持
ち
運
び
が
で
き
な
い
大
型
計

量
器
な
ど
を
対
象
に
、
出
張
検
査

を
行
い
ま
す
。
検
査
料
の
ほ
か
に

検
査
用
具
運
搬
料
な
ど
も
必
要
で

す
。

期
間
＝
５
月
10
日
貉
〜
８
月
３
日

貅
（
土
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

実
施
区
域
＝
本
庁
管
内
、
大
胡
・

宮
城
・
粕
川
地
区
　
対
象
と
な
る

計
量
器
＝
漓
大
き
く
て
運
搬
が
困

難
滷
運
搬
す
る
と
破
損
や
精
度
が

落
ち
る
恐
れ
が
あ
る
澆
土
地
や
建

物
な
ど
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

潺
数
が
多
い
潸
事
業
所
で
検
査
に

必
要
な
検
査
設
備
が
あ
る
澁
常
時

使
用
し
て
い
る
澀
電
気
式
・
高
精

度
の
物
　
申
し
込
み
＝
計
量
検
査

所
蕁
２
５
５
―
２
２
１
８
へ

７ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

▲
神
社
の
境
内
で
奉
納

▲辻舞があるのも大きな特徴

昨
年
度
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

あ
な
た
も
計
量
モ
ニ
タ
ー
に

助
成
金
額
を
引
き
上
げ
ま
し
た

生
ゴ
ミ
処
理
機
購
入
に
補
助

４
月
現
在
の
運
行
経
路
図
を
配
布

路
線
バ
ス
は
乗
っ
て
守
ろ
う

持
ち
運
べ
な
い
大
型
の
は
か
り
な
ど

職
員
が
出
張
で
検
査
し
ま
す

新
築
住
宅
は
６
月
１
日
か
ら
義
務
付
け

一
般
住
宅
に
も
火
災
警
報
器
を

市の重要無形
民俗文化財に

※寝室…普段の就寝に使われている部
屋に設置。子ども部屋や老人の居室な
ども、就寝に使われている場合は対象
になります。

で
に
購
入
し
た
物
は
購
入
費
の
三

分
の
一
で
限
度
額
二
万
円
）

用

意
す
る
物
＝
領
収
書
の
原
本（
申
請

者
名
・
購
入
品
目
を
明
記
）、
製
造

メ
ー
カ
ー
保
証
書
の
コ
ピ
ー（
電
動

式
の
み
。
申
請
者
名
・
住
所
を
記

入
）、
印
鑑
、
金
融
機
関
口
座
（
申

請
者
と
同
一
名
義
に
限
る
）

○
…
問
い
合
わ
せ
は
清
掃
業
務
課

蕁
８
９
０
―
６
２
７
３
）
へ
。




